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平成22年3月号の主な内容
　３月３日はひな人形や桃の花などを飾り、女の子
の健康と幸せをお祝いするひな祭りの日です。
　えぽかでは一足早く２月にひな人形を飾りました。

　３月３日はひな人形や桃の花などを飾り、女の子
の健康と幸せをお祝いするひな祭りの日です。
　えぽかでは一足早く２月にひな人形を飾りました。

３月３日はひな祭り
●異動の手続きはお早めに
●本宮駅利用の促進に関する提言書の提出
●提案箱の声

広 報



■
正
し
い
届
出
をし

ま
し
ょ
う

　

正
し
い
届
出
を
し
な
い
と
、

国
民
年
金
や
国
民
健
康
保
険
、

児
童
手
当
な
ど
の
給
付
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
選
挙
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
子
ど
も
の
予
防
接
種

や
、
小
中
学
校
へ
の
入
学
手
続

き
に
も
影
響
が
出
ま
す
。

　

住
所
が
変
わ
る
と
、
住
所
変

更
の
届
出
の
他
に
、
国
民
年
金

や
児
童
手
当
な
ど
の
手
続
き
も

必
要
に
な
り
ま
す
。

■
住
民
異
動
の
届
出
人

　

住
民
異
動
の
届
出
は
、
本
人

か
同
一
世
帯
の
方
の
み
可
能
で

す
。
そ
れ
以
外
の
方
が
届
出
を

す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

■
本
人
確
認
書
類
が必

要
で
す

　

他
人
に
な
り
す
ま
し
、
国
民

健
康
保
険
証
や
印
鑑
登
録
証
な

ど
を
不
正
に
取
得
す
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
、
届
出
さ
れ
る
方

の
本
人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
証
明

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
受
付
窓
口
と
時
間

【
窓
口
】

◦
本
宮
市
役
所
市
民
課
市
民
窓

口
係

異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
！

手
続
き
は
お
早
め
に

　

３
月
、
４
月
は
、
就
職
や
進
学
、
転
勤
な
ど
で
住
所
を
移
転
す

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

住
所
や
世
帯
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
市
役
所
市
民
課

ま
た
は
白
沢
総
合
支
所
、
白
岩
出
張
所
の
最
寄
り
の
窓
口
へ
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
白
沢
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

市
民
窓
口
係

◦
白
岩
出
張
所

【
受
付
時
間
】

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
平
日
の
み

■
窓
口
延
長
の
時
間
帯
で
は

異
動
の
届
出
は
で
き
ま
せ
ん

　

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
毎

週
月
曜
日
に
、
本
宮
市
役
所
市

民
課
市
民
窓
口
係
の
窓
口
業
務

を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い

ま
す
が
、
延
長
し
た
時
間
（
午

後
５
時
15
分
～
７
時
）
で
は
、

各
種
住
民
異
動
の
届
出
（
転

入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
主
変

更
の
届
出
な
ど
）
の
業
務
は
取

り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
窓
口
延
長
時
の
取
扱
業
務
】

◦
住
民
票
の
写
し
の
交
付

◦
印
鑑
登
録
お
よ
び
印
鑑
登
録

証
明
書
の
交
付

◦
戸
籍
謄
本
、戸
籍
抄
本
の
交
付

◦
税
証
明
書
の
交
付

◦
税
金
の
収
納

◦
納
付
相
談

■
こ
れ
か
ら
の
時
期
は

大
変
込
み
合
い
ま
す

　

こ
れ
か
ら
の
異
動
の
時
期
、

週
初
め
や
金
曜
日
、
昼
休
み
な

ど
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

　

込
み
合
う
時
間
帯
を
避
け
る

か
、
余
裕
を
持
っ
て
ご
来
庁
く

だ
さ
い
。

【住民異動に関連する届や申請など】
○国保の加入・喪失届　
○国民年金加入・喪失届
○後期高齢者医療被保険者証の交付・返還　
○後期高齢者医療高額療養費申請　
○児童手当の認定申請・消滅届　
○乳幼児医療受給資格登録申請　
○所得証明書・納税証明書・課税証明書の交付
○転入転出に係る重度心身障がい者医療費受給資
格の申請　
○水道の開閉栓の受付

◆問い合わせ先
　本宮市役所市民課市民窓口係� ☎33－1111
　白沢総合支所市民福祉課市民窓口係� ☎44－2114
　白岩出張所� ☎44－2211

住民異動の主な届出

※転入・転出・転居などの届出の際、届出者の本人確認が必要になりますので、運転免許証
やパスポートなど、顔写真付きの証明書をお持ちください。

届出の種類 届出期間 持参するもの

転　入
（市内へ来られたとき）

転入した日から
14日以内

◦転出証明書
◦印鑑
◦国民健康保険被保険者証
◦後期高齢者医療負担区分証明書
または広域内異動連絡票

転　出
（市外へ出られるとき）

転出する前
◦印鑑登録証
◦国民健康保険被保険者証
◦後期高齢者医療被保険者証
◦住民基本台帳カードなど

転　居
（市内での異動のとき）

転居してから14
日以内

◦国民健康保険被保険者証
◦後期高齢者医療被保険者証など

世帯主変更届
（世帯主を変えたいとき）

変更があった日
から14日以内 ◦国民健康保険被保険者証など
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１
月
20
日
、
本
宮
駅
利
用
促
進
検
討
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
伊
藤
宏
之
委
員
長
よ
り
、『
本
宮
駅
利
用

の
促
進
に
関
す
る
提
言
書
』
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
昨
年
12
月
に
伊
藤
委
員
長
と
福
島

大
学
の
学
生
に
よ
り
実
施
し
た
訪
問
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
、『
本
宮
市
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
の
駅

利
用
促
進
に
関
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
な
ど
を
検
討
し
、
先
に
市
へ
提
出
し
て
い
た
『
中
間

報
告
書
』
を
基
本
に
提
言
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

提
言
書
に
は
、『
駅
利
用
者
の
要
望
等
の
反
映
』

の
方
策
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
、
駅
利
用
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
利
用
環
境
の
改
善
や
要
望
な
ど
の
実
現
に

向
け
た
取
組
み
を
行
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
提
言
を
受
け
、
市
で
は
駅
の
利
用
者
増
に
よ

る
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
し
、
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、『
提
言
書
』
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

～
本
宮
駅
利
用
の
促
進
に
関
す
る
提
言
書
を
提
出
～

皆さんの参加をお待ちしています�
　市民と市長の本宮駅利用の
　　　　　　促進を考える講話会を開催

　市長が座長となり、お集まりいただいた市民の皆
さまと、本宮駅利用促進に関して意見交換を行う懇
話会を開催します。参加者には本宮駅利用促進検討
委員会から提出された提言書の写しを事前に配布し
ます。詳しくはお問い合わせください。
◆対　　　象　本宮市民（16歳以上）
◆日　　　時　①昼の部
　　　　　　　　４月中旬～下旬の平日
　　　　　　　　午後３時30分から５時
　　　　　　　②夜の部
　　　　　　　　４月中旬～下旬の平日
　　　　　　　　午後７時から８時30分
◆場　　　所　市役所２階応接室
◆申込受付期間　３月１日（月）から４月10日（土）
◆申 込 方 法
　申込書、電話、FAX、メールなど
　【申込み必要事項】
　①住所　②氏名　③性別　④年齢　⑤電話番号
◆申込・問い合わせ先
　政策推進課政策推進係（☎内線222）
　FAX�34－3138
　メール � seisaku@city.motomiya.lg.jp

　本宮市地域新エネルギービジョン策定委員会（落合良
二委員長）では、昨年７月から、本宮市における、太陽
光、水力、風力、バイオマスなど地球にやさしいクリー
ンな新エネルギー導入の可能性や基本的な方向性などを
検討してきました。
　２月９日には、委員会において取りまとめた内容が、
佐藤市長に報告されました。近年、新エネルギーへの転
換策が化石燃料依存からの脱却を図るために、大きな注
目を集めています。本ビジョンは、今後の新エネルギー
の普及を効果的に実践するための指針となります。

クリーンな新エネルギーの普及のために
～新エネルギービジョンを報告～

行政改革推進の答申が　　　　
　　　　　　　なされました

　２月１日、本宮市役所において、本宮市行政改革推進
委員会の岡部弘会長より、第２次本宮市行政経営戦略プ
ランについての答申書が佐藤市長に手渡されました。
　答申の内容は、新しく策定される第２次本宮市行政経
営戦略プランについて着実な実施を強く求めるものと
なっています。
　また、加えて定期的な行政改革推進委員会への実施状
況の報告を求め、委員の第三者の目による検証を行うこ
とを求めています。
　市では、この答申を受け、第２次本宮市行政経営戦略
プランを着実に実行し、定期的に行政改革推進委員会へ
報告することとしております。

▲佐藤市長に提言書を手渡す伊藤委員長（左）

▲佐藤市長に報告書を手渡す落合委員長（右） ▲佐藤市長に答申書を手渡す岡部会長（右）

駅
利
用
促
進
と
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
て

�
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職
員
の
あ
い
さ
つ
徹
底
を

■
朝
の
市
役
所
は
さ
び
し
い
の

で
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て

ほ
し
い
。

▽
総
務
課
か
ら

　

職
員
の
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て

は
、
課
長
会
議
で
徹
底
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
ま
す
が
、
再
度
指
示

し
ま
す
。

　

広
報
紙
が
届
か
な
い

■
ア
パ
ー
ト
に
広
報
紙
を
届
け

な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
ご

み
の
収
集
日
も
わ
か
ら
ず

困
っ
て
い
ま
す
。

▽
秘
書
広
報
課
か
ら

　

市
の
配
付
物
は
、
町
内
会
・
行

政
区
を
通
し
て
配
付
し
て
い
ま

す
。
町
内
会
・
行
政
区
に
加
入
さ

れ
て
い
な
い
方
の
た
め
に
、
市
役

所
、
白
沢
総
合
支
所
、
公
民
館
、

え
ぽ
か
な
ど
の
公
共
施
設
に
広
報

紙
等
を
備
え
つ
け
て
い
ま
す
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

臨
時
休
校
の
お
知
ら
せ
が
遅
い

■
昨
年
10
月
の
台
風
に
よ
る
臨

時
休
校
の
際
、
防
災
無
線
の

お
知
ら
せ
が
遅
す
ぎ
ま
し

た
。
早
急
な
判
断
と
早
め
の

周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
幼
保
学
校
課
か
ら

　

各
学
校
と
関
係
機
関
と
も
協
議

し
、
午
前
７
時
10
分
に
臨
時
休
校

の
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
学
校
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
て
、
混
乱
を
招

か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
銀
灯
・
蛍
光
灯
の

　
　
　
　
　

 

早
期
交
換
を

■
市
民
プ
ー
ル
の
水
銀
灯
や
更

衣
室
の
蛍
光
灯
を
早
期
に
交

換
し
て
ほ
し
い
。

▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

蛍
光
灯
が
切
れ
て
、
利
用
者
の

方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

切
れ
て
い
た
蛍
光
灯
は
早
急
に

取
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
に
早
急
な
対
応
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
水
銀
灯
に
つ
い
て
は
遊

泳
上
問
題
が
な
い
程
度
に
間
引
き

し
て
節
電
し
て
い
ま
す
の
で
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
仕
事
を

■
60
歳
以
上
の
人
も
仕
事
が
で

き
る
よ
う
各
企
業
に
通
知
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
商
工
労
政
課
か
ら

　

60
歳
を
超
え
た
皆
さ
ま
の
就
労

対
策
に
つ
い
て
は
大
切
な
事
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
各
企
業
に
は

定
年
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
高

齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
経
験
・
能
力
を
活
か
し

て
い
た
だ
く
た
め
㈶
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
60
歳
以
上
で
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
方
に
働
い
て
い
た
だ
く

た
め
、
会
員
と
な
ら
れ
て
活
躍
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
就
労

に
関
す
る
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

商
工
労
政
課
に
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　本宮市では、市政に対する皆さんのご意見、ご
要望やご提案を伺うために各施設に提案箱を設置
しています。また、市ホームページのアンケート、
電子メールなどでも受け付けています。
　これまでに皆さんからお寄せいただいたご意
見、ご提案などを皆さまからの「声」としてお知
らせします。なお、紙面の都合上要約した内容と
なっていますのでご了承ください。

広聴のコーナー

皆
さ ん

の
声

�



　

旧
暦
の
３
月
は
「
弥
生
」
と

呼
ば
れ
、
草
木
が
い
よ
い
よ
生

い
茂
る
月
と
い
う
意
味
だ
そ
う

で
す
。
寒
さ
が
次
第
に
緩
み
、

草
木
が
芽
を
吹
き
、
冬
か
ら
春

へ
季
節
は
移
り
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。

　

春
と
い
う
言
葉
は
、
物
事
の

始
ま
り
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
卒
業
式
、
そ
し

て
入
学
式
が
行
わ
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
新
た
な
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
春
は
ま
さ
に
、
人
生
の

節
目
の
季
節
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　

さ
て
、
市
で
は
、
本
市
の
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
教
育
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

特
に
、
学
校
施
設
な
ど
の
安

全
・
安
心
の
面
で
は
、
耐
震
性

「
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
⒇

本
宮
市
長　

佐
藤
嘉
重

の
確
保
が
重
要
と
考
え
、
本
年

１
月
に
策
定
し
た
『
学
校
施
設

等
耐
震
化
推
進
計
画
』
に
基
づ

き
、
財
政
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
計
画
的
に
実
行

に
移
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

市
内
に
は
、
市
立
の
保
育
所

と
幼
稚
園
が
そ
れ
ぞ
れ
５
施

設
、
小
学
校
７
校
、
中
学
校
３

校
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

う
ち
、
昭
和
56
年
以
前
に
建
て

ら
れ
た
施
設
（
全
22
棟
）
が
耐

震
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
該
当
施
設
の
耐

震
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
14
棟

の
建
物
で
耐
震
化
工
事
の
必
要

性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
今

後
、
優
先
度
を
考
慮
し
、
平
成

33
年
度
ま
で
に
耐
震
化
率
１
０

０
％
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
な
ど
の
大

規
模
補
修
も
併
せ
て
行
い
な
が

ら
、
安
全
で
快
適
な
教
育
環
境

を
実
現
し
、「
豊
か
な
心
と
創

造
性
あ
ふ
れ
る
人
材
育
成
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

安心のお手伝い…

福島県市民交通災害共済
　平成22年度の加入者を募集中です

■
加
入
資
格

　
　

本
宮
市
に
住
民
登
録
・
外
国
人
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方

■
共
済
期
間

　
　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
３
月
31
日
（
年
度
中
途
加
入
者
は
、

加
入
日
の
翌
日
か
ら
平
成
23
年
３
月

31
日
）

■
会　
　

費

　
　

年
間
ひ
と
り
５
０
０
円

　
　
（
中
途
加
入
の
場
合
も
５
０
０
円
）

■
申
込
方
法

　
　

行
政
区
を
通
し
て
各
世
帯
に
配
布

し
た
申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
、
行

政
区
長
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
く

か
、
本
宮
市
役
所
生
活
安
全
課
、
白

沢
総
合
支
所
、
白
岩
出
張
所
へ
直
接

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
共
済
見
舞
金
の
請
求
方
法

　
　

請
求
期
間
は
、
事
故
発
生
日
か
ら

２
年
以
内
で
す
。
共
済
期
間
中
に
交

通
事
故
に
あ
わ
れ
た
ら
、
次
の
書
類

を
添
え
て
、
生
活
安
全
課
ま
た
は

◆問い合わせ先
　生活安全課　生活安全係
	 （☎33－1111）
　白沢総合支所　市民福祉課
	 （☎44－2111）

白
沢
総
合
支
所
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　

▽
交
通
事
故
証
明
書

　
　
　

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発

行
の
も
の
（
人
身
事
故
扱
い
）

　

▽
診
断
書

　
　
　

入
院
治
療
日
数
、
通
院
治
療
実

日
数
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

▽
会
員
証

　
　

	

（
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
加
入
確

認
が
で
き
れ
ば
請
求
で
き
ま
す
。）

　

▽
印
鑑

　

▽
預
金
通
帳
又
は
口
座
番
号
の
わ
か

る
も
の
。（
郵
便
局
以
外
）

■
請
求
人
と
受
取
人

　

▽
見
舞
金

　
　
　

被
災
者
本
人
で
す
。
た
だ
し
、

被
災
者
が
未
成
年
の
場
合
は
親
権

者
に
な
り
ま
す
。

　

▽
弔
慰
金

　
　
　

会
員
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡

し
た
場
合
、
加
入
時
に
会
員
が
指

定
し
た
方
。

共済見舞金の額

等級 災害の程度 支給額
（円）

１ 死亡した場合 100万

２ 入院通院日数
270日以上 30万

３ 入院通院日数
180日以上 15万

４ 入院通院日数
90日以上 7万

５ 入院通院日数
60日以上 5万

６ 入院通院日数
30日以上 4万

７ 入院通院日数
８日以上 3万

８ 入院通院日数
７日以下 2万

重度障害
見 舞 金

自動車損害賠償法
施行令第１級か第
２級の障害

30万

　福島県市民交通災害共済は、交通事故被災者の方を
救済する目的で、県内の13市で運営している共済制度
で、国内の交通事故による災害の程度に応じて、見舞
金が支給されます。
　万が一の交通事故に備え、ご家族全員でご加入する
ことをおすすめします。
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■
次
の
場
合
は
予
防
注
射
を
受
け
る
前
に
、

獣
医
師
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
犬
が
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

と
き

◦
予
防
注
射
で
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
副
作
用
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
（
発
疹
・
じ

ん
ま
し
ん
・
け
い
れ
ん
・
よ
だ
れ
な
ど
も

含
む
）

◦
妊
娠
初
期
ま
た
は
妊
娠
末
期
の
と
き

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
都
合
の

良
い
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

◦
１
カ
月
以
内
に
他
の
予
防
注
射
を
受
け
て

い
る
と
き

■
新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合
の
新
規
登
録
も

併
せ
て
行
え
ま
す
。

■
犬
の
死
亡
や
、
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合

に
も
届
出
が
必
要
で
す
。

▲料　金　◦注射代　　　　�　�,100円
　　　　　　（内訳）注射料金　2,550円
　　　　　　　　　�注射済票代　550円
　　　　　◦新規登録　　　　�3,000円

　転勤などで住所が変わったときは、飼い犬の届け出も必要です。また、飼い犬が死亡したときやいなくなったとき
は、必ずご連絡をお願いします。

■100％死亡する恐ろしい病気です
　　昭和32年以降は、国内の発生はありませんが、世界
各地では毎年約５万人の人と、10数万頭以上の動物が
狂犬病で死亡しています。
■未然に防ぐ方法は？
　　唯一の予防法は、狂犬病の予防接種をして発病を未
然に防ぐことだけです。
　　毎年１回、飼い犬に狂犬病の予防接種を受けておく
ことが、この恐ろしい病気を未然に防ぐ唯一の方法
です。

～狂犬病って、どんな病気？～

期　日 時　間 場　　　所
４月13日（火） ８：40～９：10 青田農構センター

９：35～９：50 下樋梅原集会所
10：00～10：25 岩根地区公民館
10：40～10：50 上関下集会所
11：05～11：25 荒井地区公民館
11：40～11：55 五百川テニスコート

４月14日（水） ８：45～９：05 仁井田地区公民館
９：20～９：30 防災センター（旧消防署）
９：45～９：55 本宮10区集会所
10：15～10：35 もとみや台（みどりの家）
10：50～11：10 高木地区公民館

４月15日（木） ８：45～９：25 糠沢分館
９：40～10：00 和田分館
10：15～10：35 長屋分館
10：50～11：10 稲沢分館

４月16日（金） ８：45～９：10 白沢総合支所
９：30～10：00 白岩出張所
10：20～10：35 松沢分館

４月18日（日） ８：10～９：00 本宮市役所
９：15～10：00 本宮市中央公民館
10：15～10：30 老人憩いの家
10：50～11：30 白沢総合支所

※今年度より一部の時間が変更になります。

■もし、犬にかまれたら？
　　すぐに傷口を消毒し、急いでワクチンを接種するこ
とで、発症を防ぐことが可能です。犬にかまれたとき
は必ず病院に行ってください。
　　また、下記の問い合わせ先に連絡してください。

◆問い合わせ先
　県北保健所食品衛生チーム　☎024－534－4305
　本宮市役所生活安全課　　　☎33－1111（☎内線114）
　白沢総合支所市民福祉課　　☎44－2114

～愛犬の異動届も忘れずに !! ～

届出の種類 提　出　書　類 金　　額
犬を飼ったとき 犬の登録申請書 3,000円

犬が転入したとき
犬の登録事項変更届出書

無料（鑑札有）
3,000円（鑑札無）

犬が市内転居したとき
無料飼主を変更したとき

犬が死亡したとき 犬の死亡届出書（電話連絡可）

�



　

遠
藤
輝
雄
奨
学
金
は
、
白
岩
出
身
の
遠
藤
輝
雄
さ
ん
が
創
設
さ
れ
た

基
金
で
、
教
育
の
機
会
均
等
を
図
り
、
健
全
な
社
会
の
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
基
金
で
す
。

　
「
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難

と
認
め
ら
れ
る
方
」
に
対
し
、
奨
学
金
の
貸
与
を
行
う
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

学　　　校 公立・私立 奨学金の額

大学・短大奨学生
国 ・ 公 立 35,000円
私 立 40,000円

高等専門学校奨学生 35,000円

高 等 学 校 奨 学 生
国 ・ 公 立 15,000円
私 立 18,000円

●
応
募
資
格

　
　

高
等
学
校
（
県
内
）、
ま

た
は
、
大
学
等
に
在
学
し
、

品
行
方
正
で
学
術
に
優
れ
、

身
体
が
強
健
で
経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
方

●
募
集
人
員
お
よ
び

�

奨
学
生
の
種
類

　

①
大
学
・
短
大
奨
学
生

　
（
22
年
度
入
学
生
）
若
干
名

　

②
高
等
専
門
学
校
奨
学
生

　
（
22
年
度
入
学
生
）
若
干
名

　

③
高
等
学
校
奨
学
生

　
（
22
年
度
入
学
生
）
若
干
名

※
募
集
要
項
お
よ
び
奨
学
生
願

書
な
ど
の
書
類
は
、
幼
保
学

校
課
で
交
付
し
ま
す
。

　ステーションに出されているごみの中で、分別がよく
間違われているものを紹介します。

【ビニール・プラスチックごみ】
プラスチック製のハンガーは、硬質の
プラスチックになりますので、透明な
袋ではなく、青色の『ビニール・プラ
スチックごみ』の袋に入れて出してく
ださい。

【破砕するごみ袋】
金属製のハンガーは、全てが金属のも
のと一部が金属のものがあります。一
部でも金属が入っているものは、その
他がプラスチックであっても、木製で
あっても、『破砕するごみ（ピンク色）』
の袋に入れて出してください。

◆問い合わせ先
　もとみやクリーンセンター　　　　　　☎33－5499
　本宮市役所生活安全課環境保全係　　　☎33－1111
　白沢総合支所市民福祉課生活環境係　　☎44－2114

消火栓・防火水槽の
周囲５ｍ以内は駐車禁止です�

＊ごみは正しく分別しましょう＊

　消火栓・防火水槽などは、消火活動には欠かすことの
できない施設です。
　これらの施設は、火災が発生してもすぐに使えるよう
に管理していますが、火災発生時、その付近に駐車車両
があれば、消防の活動に支障をきたします。
　皆さまのご協力をお願いします。

▲消火栓（左）と防火水槽（右）

遠
藤
輝
雄
奨
学
生
を
募
集

◆申込み・問い合わせ先
　幼保学校課　学校教育係（☎内線246）

●貸与額（月額）

●
募
集
期
間　

３
月
１
日（
月
）～
６
月
30
日（
水
）

平
成
22
年
度

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。
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「遺跡発掘に携わって」

私の随想録

ろのひひろばばここどどもも
「本宮卓球スポーツ少年団」
【登録者数】35名
【活動日および場所】
　火・水・木・金・土・日曜日
　午後６時30分～９時
【連絡先】原　眞
【電　話】TEL 34－2832

▲３人のお子さんのお母さんとして
頑張っている渡辺さん

　渡辺さんはご主人、３人のお子さん、ご
両親の７人家族です。
　仕事はサービス業に従事し、趣味は読書
とパッチワークです。
　今後の目標は、家族全員楽しく健康に過
ごし、子育てを終えた後、旦那さんと２人
で温泉旅行をすることだそうです。
　本宮市に望むこととして、駅前を活性化
し、すべての年代の人たちが、今以上に遊
びに行きやすいようにしてほしいと話して
いました。

渡辺 順子さん
WATANABE�JUNKO

（本宮字千代田）

今月の人

　

十
数
年
ほ
ど
前
、
私
は
阿
武
隈

川
の
築
堤
工
事
に
伴
う
遺
跡
の
発

掘
作
業
に
１
年
ほ
ど
従
事
し
ま
し

た
。
多
く
の
人
た
ち
と
楽
し
み
な

が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

詳
し
い
手
順
な
ど
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
土
の
色
の
違
い
な
ど
か

ら
、
竪
穴
式
住
居
の
柱
の
跡
が
発

見
さ
れ
ま
す
。
中
心
部
分
に
あ
る

か
ま
ど
が
見
つ
か
る
と
縄
文
土
器

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
模
様
も
大

き
さ
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

完
璧
な
姿
で
発
見
さ
れ
る
事
も

多
々
あ
り
、
そ
の
出
会
い
は
す
ば

ら
し
い
の
一
言
で
す
。

　

ま
た
、
住
居
に
石
が
敷
か
れ
た

も
の
も
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
新

し
い
出
会
い
で
し
た
。
ま
た
土
器

の
破
片
か
ら
形
を
作
り
直
す
作
業

も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
あ
る
住
居
の
入
り

口
の
両
側
か
ら
小
さ
な
か
め
が

２
、
３
個
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
子
ど
も
を
埋
葬
し
た
も
の
だ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

平
均
寿
命
が
35
歳
ぐ
ら
い
と
い

う
縄
文
時
代
に
お
い
て
子
ど
も
を

生
み
育
て
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と

で
し
た
。
暑
い
夏
や
大
雪
の
降
る

太
古
の
本
宮
で
人
々
は
ど
の
よ
う

な
生
活
を
し
、
ど
の
よ
う
な
会
話

を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

人
々
の
生
活
が
複
雑
に
な
り
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
見

ら
れ
が
ち
な
現
代
、
少
し
太
古
の

本
宮
人
を
想
像
し
、
家
族
の
大
切

さ
や
慈
し
み
の
心
を
感
じ
て
生
活

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
て
の
つ
な
が
り
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
て
る
発
掘
作
業
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
渡
辺
と
よ
子
さ
ん

（
本
宮
字
中
條
）
の
予
定
で
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
本
宮
卓

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。
３
名

の
団
員
か
ら
始
ま
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

本
宮
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
平
成
８
年
に
結
成
。
現
在
６

歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
35
名

が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
団
員

は
、
本
宮
を
中
心
に
、
地
区
を
限

定
す
る
こ
と
な
く
、
各
方
面
よ
り

集
ま
り
ま
す
。

　

日
々
の
練
習
は
、
基
本
を
中
心

に
小
学
低
学
年
・
高
学
年
・
中
学

生
の
ク
ラ
ス
別
に
分
か
れ
、
団

長
、
監
督
、
７
名
の
コ
ー
チ
が
楽

し
さ
と
厳
し
さ
を
折
り
込
み
、
団

員
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
引
き
出

す
指
導
を
し
て
い
ま
す
。「
勝
つ

た
め
の
卓
球
」
で
は
な
く
、「
心

を
強
く
す
る
た
め
」
の
訓
練
も
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

土
・
日
曜
日
は
各
種
大
会
・
遠

征
に
も
参
加
し
、
昨
年
の
実
績

は
、
全
日
本
ク
ラ
ブ
選
手
権
に

て
、
小
中
の
部
女
子
は
ベ
ス
ト

８
、
男
子
も
出
場
し
、
全
日
本

ホ
ー
プ
ス
大
会
、
全
日
本
選
手
権

な
ど
の
全
国
大
会
出
場
を
男
女
共

に
経
験
し
て
い
ま
す
。
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秘 情報
エフエ ム モ　ッ　ト コム

あの声は、私です…

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム：じゃんごん
◆本　名：赤沼　純子
◆出　身：天栄村
◆趣　味：
　ガーデニング、
　アウトドアなことが好き

◆担当番組：おもしろヒルミネーション
　　（毎週金曜日　午前11時～午後０時55分）

JICA二本松の国際協力をきこう
　　（毎月第４金曜日　午前10時～10時28分）

◆リスナーに一言：生放送でお送りしているおもし
ろヒルミネーション。身近な話題をお届けします
（私の里山生活情報なんかも…）。ぜひ皆さんか
らのリクエストやメッセージお待ちしています。

る
く
、
は
き
は
き
し
た
先
生
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

先
生
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
を
質
問
す
る
と
「
授

業
中
や
休
み
時
間
な
ど
、
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

に
囲
ま
れ
て
、
学
校
生
活
を
送
れ
る
こ
と
が
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
逆
に
、

大
変
な
こ
と
に
つ
い
て
は
「
子
ど
も
同
士
で
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
た
と
き
、
両
者
の
言
い
分
を
し
っ
か
り
聞
き
、

理
解
し
た
上
で
、
お
互
い
の
悪
い
と
こ
ろ
や
譲
り
合
う

と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と
教
え
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
い

で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
宿
題
を
た
く
さ
ん
出
す

と
、
自
分
も
答
え
合
わ
せ
に
追
わ
れ
て
、
大
変
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
宮
市
に
望
む
こ
と
と
し
て
「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
元
気
に
生
き
生
き
と
生
活
が
で
き
る
、
活
気
あ
る

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
へ
「
感
謝
の
気
持
ち
を
常
に
忘

れ
ず
に
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
面
倒
と
思
わ
ず
に
、
自
分

か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

笑
顔
と
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

五百川小学校
４年１組担任
深谷　良子 先生

先生になったきっかけは…
「中学校の担任に憧れて教
師を目指し、教育実習で小
学校を訪れ、その体験から
小学校の先生を目指しまし
た」と話してくれました。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
五
百
川
小
学
校
勤
務
で
、
４

年
１
組
の
担
任
の
深
谷
良
子
先
生
で
す
。

　

深
谷
先
生
は
福
島
市
出
身
。
教
師
に
な
っ
て
今
年
で

15
年
目
、
今
年
度
か
ら
五
百
川
小
学
校
に
勤
務
と
な
り

ま
し
た
。
好
き
な
科
目
は
図
工
で
、
趣
味
は
読
書
と
ド

ラ
イ
ブ
で
す
。

　

同
僚
の
先
生
は
、「
仕
事
を
て
き
ぱ
き
こ
な
し
、
明 ▲「先生になってよかった！」と話す深谷先生

　

ま
た
、
一
年
間
の
行
事
の
中
に

は
、
お
花
見
・
い
も
煮
会
・
年
越

し
そ
ば
を
食
べ
た
り
、
親
子
行
事

も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
巣
立
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
高
校
・
大
学

に
進
学
し
て
福
島
県
、
関
東
方
面

で
活
躍
し
て
い
る
団
員
や
、
社
会

人
と
な
り
企
業
で
卓
球
を
続
け
て

い
る
団
員
も
い
ま
す
。

　
「
卓
球
を
や
っ
て
み
た
い
な
ぁ
」

と
思
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
や
、
保

護
者
の
方
々
、
白
い
ボ
ー
ル
を
一

生
懸
命
打
っ
て
、
楽
し
そ
う
に
技

術
を
学
ん
で
い
る
姿
を
見
学
し
て

み
ま
せ
ん
か
！
実
際
に
ラ
ケ
ッ
ト

を
触
っ
て
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
入
団
は

い
つ
で
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�
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●生涯学習センター（中央公民館内）
　　本宮字矢来39－１　☎33－2611
●白沢公民館
　　白岩字堤崎500　　☎44－2350

学び・文化・
スポーツの広場

９
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

本
宮
市
学
校
支
援　
　
　

地
域
本
部
事
業

　

本
宮
市
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
は
、
地
域
の
人
々
の
人
的
教
育

力
を
活
用
し
、
学
校
の
教
育
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
学
校
や
地

域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
的
と
し

た
、
地
域
に
つ
く
ら
れ
た
学
校
応

援
団
で
す
。

　

今
年
度
、
本
宮
第
一
中
学
校
で

は
、
退
職
し
た
教
員
の
方
々
に
よ

る
高
校
入
試
に
向
け
た
面
接
練

習
を
行
い
ま
し
た
。
本
宮
小
学

校
で
は
『
も
と
み
や
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
』『
本
宮
む
か
し
む
か
し

の
会
』
の
方
々
に
よ
る
昼
休
み
お

は
な
し
会
を
実
施
。
本
宮
ま
ゆ
み

小
学
校
で
は
、
福
島
大
学
の
教
員

を
目
指
す
学
生
に
よ
る
低
学
年
を

中
心
に
し
た
学
習
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
児
童
・
生
徒
の
育
成

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

婚
活
☆
お
料
理
講
座

生
涯
学
習
講
座

　

白
沢
公
民
館
主
催
の
生
涯
学
習

講
座
『
婚
活
☆
お
料
理
講
座
』
を

１
月
17
日
か
ら
全
３
回
コ
ー
ス
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
生
は
未
婚
・
既
婚
者
、
20

～
70
歳
の
幅
広
い
年
代
の
、
20
名

の
講
座
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
Ｆ
Ｃ
Ｔ
の
番
組

『
ゴ
ジ
て
れ
Ｃ
ｈ
ｕ
！
』
の
コ
ー

ナ
ー『
Ｉ　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
キ
ッ
チ
ン
』

の
月
曜
日
担
当
で
出
演
さ
れ
て
い

る
、
管
理
栄
養
士
の
橋
本
ヨ
シ
イ

先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
「
相
方
の
ハ
ー
ト
は
胃
袋
で
つ

か
む
」、「
自
分
も
お
い
し
い
も
の

を
食
べ
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
２
つ

の
狙
い
で
、
ヘ
ル
シ
ー
な
家
庭
料

理
や
、
簡
単
な
材
料
か
ら
で
き
る

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
献
立
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

　

講
座
生
は
指
導
を
受
け
な
が
ら

調
理
実
習
を
し
、
出
来
上
が
っ
た

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

手
彫
り
ふ
く
ろ
う
を

つ
く
っ
て
み
よ
う
！

生
涯
学
習
講
座

　

白
沢
公
民
館
で
は
１
月
20
日
～

２
月
４
日
ま
で
の
３
回
コ
ー
ス

で
、
生
涯
学
習
講
座
『
手
彫
り
ふ

く
ろ
う
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
！
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
お
迎
え
し
た
滝
田
賢
治

先
生
（
郡
山
市
在
住
）
は
、
木
彫

り
を
趣
味
で
始
め
、
受
講
生
の
皆

さ
ん
の
き
っ
か
け
作
り
に
な
れ
ば

と
、
講
師
を
快
く
引
き
受
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ふ
く
ろ
う
は
「
不
苦
労
」「
福

老
」
な
ど
と
呼
び
、
縁
起
が
良
い

守
り
神
と
し
て
古
く
か
ら
愛
さ
れ

て
い
る
鳥
で
す
。
ま
た
、
木
の
素

材
に
は
「
延
寿
」
と
い
う
漢
字
が

あ
て
ら
れ
た
、
寿
命
を
延
ば
す
木

と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

る
槐
（
え
ん
じ
ゅ
）
を
使
用
し
ま

し
た
。

　

丸
み
を
帯
び
可
愛
ら
し
い
表
情

の
木
彫
り
ふ
く
ろ
う
は
、
簡
単
に

彫
れ
そ
う
で
な
か
な
か
難
し
く
、

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
時
間
が
短
く

感
じ
る
ほ
ど
一
心
に
鑿
（
の
み
）

を
振
る
い
、
木
彫
り
の
面
白
さ
に

引
き
込
ま
れ
た
様
子
で
し
た
。

指
導
方
法
を
学
ぶ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
研
修
会

　

１
月
26
日
に
中
央
公
民
館
軽
運

動
場
で
、
本
宮
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
指
導
者
や
保
護
者
を
対
象

に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
福
島
大
学
人
間
発
達
学

類
教
授
の
白
石　

豊
（
し
ら
い
し

ゆ
た
か
）
先
生
を
お
招
き
し
、『
心

を
鍛
え
る
言
葉
』
を
演
題
に
指
導

方
法
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。

　

当
日
は
70
名
を
超
え
る
多
く
の

方
々
が
集
ま
り
、
現
在
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
を
ひ
か
え
て
い
る
全
日
本

サ
ッ
カ
ー
監
督
岡
田
武
史
氏
と
の

友
好
話
や
、
日
常
生
活
か
ら
指
導

等
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
法
の
話
に
皆
さ
ん
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

本宮は　みんなが愛する　本の街
からのしらさわ夢図書館

中央公民館図書室ご案内
しらさわ夢図書館
　白岩字堤崎500（☎44－2112）

中央公民館図書室
　本宮字矢来39－１（☎33－2611）

◦大きな木のような人　いせひでこ
◦図書館で出会える100冊　田中共子
◦14歳からの社会学　宮台真司
◦おもちぶとん　わたなべゆういち
◦三国志　1～4　羅貫中
◦ふたごのたまご　寺村輝夫
◦やせためんどりとキツネ　剣持弘子
◦ぼくの島　バーバラ　クーニー
◦みずはつめたい　辻　征夫

［絵本・児童書・紙芝居］
◦若いうちに読みたい太宰治　齋藤　孝
◦働くニホン　日本経済新聞社編
◦青嵐の譜　天野純希
◦青年の思索のために　下村湖人
◦幸運をまねく相性　田口二州
◦石の上にも五十年　島崎英彦
◦ニンジンの奇跡　赤峰勝人
◦いのちの食卓　辰巳芳子
◦小さな生きものたちの不思議なくらし　甲斐伸枝

［一般書・実用書］

●赤ちゃんおはなし会
と　　き：３月19日（金）11：00～11：20
と�こ�ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう：赤ちゃん絵本のよみきかせ、わらべうた、

てあそび、ふれあいあそび、赤ちゃん紙し
ばいなど。

対　　象：乳幼児（０～２歳くらいまで）とその保護者

●春休み特別おはなし会
と　　き：３月28日（日）14：00～15：00
と�こ�ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう：毎月のジュニア・リトルおはなし会をあわ

せた特別版のおはなし会。絵本の読み聞か
せ、手遊び、紙しばいのほか、参加者みん
なで楽しめるプログラムでおはなしを行い
ます。

対　　象：おはなしを楽しんで聞けるお子さん（おお
むね３歳～小学生）とその保護者

※図書館・図書室の行事については、その都度内容が若干変わる場合があります。あらか
じめご了承ください。イ ベ ン

ト

新 着 本

しらさわ夢図書館のおはなし会
●定例おはなし会
と　　き：３月14日（日）10：30～11：30
と�こ�ろ：中央公民館図書室　児童室
ないよう：「めざめる　めがでる」をテーマにした絵

本の読み聞かせ、紙しばい、エプロンシア
ター、パネルシアター、工作など

対　　象：幼児とその保護者

中央公民館図書室のおはなし会

※これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送などで少々時間を頂く場合がありますので、ご了承
ください。

つらいつらい
誰にも話せない
　　借金の悩み…

ご相談ください
秘密は厳守いたします

司法書士法人　あおば事務所
二本松事務所：TEL0243－62－2515　二本松市木藤次郎内85－27
福島事務所：TEL024－533－0243　福島市南中央３丁目７－２
須賀川事務所：TEL0248－72－7057　須賀川市岡東町177
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国
保
だ
よ
り

K
O
K
U
H
O
D
A
Y
O
R
I

　

70
～
74
歳
の
高
齢
受
給
者
の
皆

さ
ん
が
、
医
療
機
関
で
お
支
払
い

い
た
だ
く
窓
口
負
担
は
、
平
成
20

年
４
月
に
１
割
か
ら
２
割
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
医
療
制
度
に

お
け
る
負
担
に
つ
い
て
の
見
直
し

が
さ
れ
、
平
成
22
年
３
月
ま
で
１

割
に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
１
割
に
据
え
置
く
暫
定
措

置
が
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
引
き

高
齢
受
給
者
の
窓
口
負
担
が

�
さ
ら
に
１
年
間
据
え
置
か
れ
ま
す

続
き
１
年
間
継
続
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
現
在
１
割
負
担
の
方

に
は
、
４
月
か
ら
お
使
い
い
た
だ

く
新
し
い
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

4

4

4

給
者
証

4

4

4

を
３
月
下
旬
に
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

※
３
割
負
担
の
方
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
高
齢
受
給
者
証
は

そ
の
ま
ま
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■
進
学
な
ど
に
よ
り
初
め
て
交
付

を
希
望
さ
れ
る
方

　

就
学
の
た
め
他
の
市
区
町
村
に

居
住
す
る
方
は
、
交
付
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
必
要
書
類
等
〉

◦
在
学
証
明
書
ま
た
は
合
格
通
知

書
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

◦
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

◦
印
鑑

※
あ
ら
か
じ
め
住
所
の
変
更
（
転

出
届
）
が
必
要
で
す
。

■
進
級
に
よ
り
更
新
を
希
望
さ
れ

る
方

　

更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
必
要
書
類
等
〉

◦
新
学
年
の
在
学
証
明
書

◦
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
㊫
被

保
険
者
証

◦
印
鑑

※１割据え置きは平成23年３月31日までですが、受給者証の有
効期限に合わせて、「（平成22年７月31日までは１割）」とい
う表示になります。

㊫
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

�

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

就
学
の
た
め
に
本
宮
市
か
ら
離
れ
て
居
住
し
て
い
る
学
生
の
方
に
対

し
、
家
族
と
は
別
に
交
付
し
て
い
る
㊫
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
３
月

31
日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

進
学
や
進
級
、
卒
業
な
ど
の
事
由
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
市
民
課
、
ま
た
は
白
沢
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
ま
で
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。■

卒
業
に
よ
り
本
宮
市
に
再
転
入

さ
れ
る
方

　

終
了
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
卒
業
の
時
点
で
㊫
被
保
険
者

の
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

〈
必
要
書
類
等
〉

◦
㊫
被
保
険
者
証

◦
印
鑑

◦
家
族
の
方
に
交
付
さ
れ
て
い
る

国
民
健
康
被
保
険
者
証

※
再
転
入
し
な
い
方
で
、
就
職
に

よ
り
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し

な
い
場
合
は
、
居
住
市
区
町
村

に
お
い
て
、
新
た
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
手
続
き
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

�
（
☎
内
線
１
２
５
～
１
２
７
）

交付年月日　平成22年４月１日

記　号 番　号

世　

帯　

主

住　　所

氏　　名
男
・
女

対
象
被
保
険
者

氏　　名
男
・
女

生年月日 　　　　　　年　　月　　日

一 部 負 担
金 の 割 合 ２割（平成22年７月31日までは１割）

発 効 期 日 平成22年４月１日

有 効 期 限 平成22年７月31日

保険者番号並
びに保険者の
名 称 及 び 印 本　　宮　　市　　　　

国民健康保険高齢受給者証

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会
㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

㈲
タ
カ
ト
ク
設
備（
３
３
―
２
１
８
３
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
０
９
番
地

オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

㈲
佐

藤

商

会（
３
３
―
５
８
７
５
）

　

本
宮
市
仁
井
田
字
富
士
内
１
番
地
１

㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25　

㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

！

1�



　

健
康
づ
く
り
特
別
シ
リ
ー
ズ
⑫

　

自
殺
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
『
き

づ
く
』『
つ
な
ぐ
』『
ま
も
る
』
で

す
。
そ
れ
は
『
思
い
や
り
の
気
持

ち
を
声
に
出
し
て
伝
え
る
こ
と
』

で
す
。
お
互
い
を
思
い
や
る
気
持

ち
を
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
心
の

中
で
思
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ

を
声
に
出
し
て
伝
え
る
こ
と
。
こ

ん
な
気
持
ち
の
積
み
重
ね
が
、
私

た
ち
の
絆
を
深
め
、
大
切
な
人
を

守
る
力
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
言
葉
だ
け
で
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
な
人
の

不
調
に
気
付
き
、
専
門
家
に
つ
な

ぐ
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
に
心
当
た
り

３
月
は
自
殺
対
策
月
間
で
す

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
使
い
、
隠
れ
た
サ
イ
ン

に
気
付
き
ま
し
ょ
う
。

■
主　
　

婦

□
家
族
よ
り
も
遅
く
ま
で
寝
て
い

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た

□
以
前
は
午
前
中
で
片
付
け
て
い

た
家
事
が
夕
方
ま
で
か
か
る

□
家
事
が
つ
ら
く
感
じ
る

□
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
が
決
め
ら
れ

な
い

□
ス
ー
パ
ー
で
何
を
買
っ
て
よ
い

か
わ
か
ら
な
い

□
近
所
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る

と
、
悪
口
を
言
わ
れ
て
い
る
よ

　

警
察
庁
か
ら
平
成
�1
年
の
自
殺
者
数
の
暫
定
値
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
で
３
２
，
７
５
３
名
（
昨
年
比
１
・
６
％
増
）、
福
島
県
で

は
６
２
６
名
（
昨
年
比
５
・
２
％
増
）
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

月
別
で
は
全
国
で
も
福
島
県
で
も
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
３
月
で
し
た
。

　

３
月
は
、
企
業
に
お
い
て
は
年
度
末
の
決
算
、
個
人
に
お
い
て
は
就

職
や
進
学
、
転
勤
や
転
居
な
ど
、
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
精
神

的
負
担
が
大
き
く
な
る
時
期
で
す
。
つ
い
、
無
理
を
し
て
し
ま
う
と
、

心
身
の
調
子
を
崩
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

福
島
県
で
は
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
３
月
を
自
殺
対
策
月
間
と
定

め
て
い
ま
す
。
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
皆
さ

ん
の
一
人
ひ
と
り
の
力
が
自
殺
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

う
な
気
に
な
る

□
ダ
メ
な
母
親
、
妻
だ
と
、
自
分

を
責
め
る

■
男
性
会
社
員

□
朝
、
新
聞
を
読
む
気
が
し
な
い

□
仕
事
に
集
中
で
き
な
い

□
仕
事
で
ち
ょ
っ
と
し
た
決
断
が

で
き
な
い

□
つ
ま
ら
な
い
ミ
ス
が
増
え
た
と

上
司
や
同
僚
に
指
摘
さ
れ
る

□
仕
事
帰
り
に
飲
み
に
行
く
気
が

し
な
い

□
休
日
は
趣
味
（
ゴ
ル
フ
な
ど
）

を
や
る
よ
り
も
寝
て
い
た
い

□
寝
つ
き
が
悪
い

■
女
性
会
社
員

□
朝
、
化
粧
を
す
る
の
が
面
倒

□
洋
服
や
髪
形
な
ど
、
身
だ
し
な

み
に
気
を
遣
わ
な
く
な
っ
た

□
ラ
ン
チ
を
食
べ
る
気
が
し
な
い

□
休
日
に
友
人
と
遊
ん
だ
り
、
大

好
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て

も
つ
ま
ら
な
い

□
と
に
か
く
イ
ラ
イ
ラ
す
る

□
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
涙
が
出

る
■
高
齢
者

□
い
い
よ
う
の
な
い
不
安
や
焦
り

が
あ
っ
て
、
居
て
も
立
っ
て
も

い
ら
れ
な
く
な
る

□
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
気
が

す
る

□
重
大
な
病
気
に
か
か
ら
な
い

か
、
破
産
し
な
い
か
な
ど
、
健

康
や
お
金
の
こ
と
が
必
要
以
上

に
心
配

□
肩
や
腰
、
膝
な
ど
が
痛
む
が
原

因
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

□
悲
し
い
、
寂
し
い
と
周
囲
の
人

に
こ
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た

□
時
に
消
え
て
し
ま
い
た
い
と
思

う
こ
と
が
あ
る

　

こ
れ
ら
の
項
目
は
う
つ
に
多
い

症
状
を
各
世
代
ご
と
に
分
け
た
も

の
で
す
。
自
殺
さ
れ
た
方
は
少
な

か
ら
ず
こ
の
よ
う
な
症
状
を
持
っ

て
い
た
と
い
う
統
計
が
あ
り
ま

す
。
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
生
活

の
中
に
隠
れ
て
い
る
サ
イ
ン
に
気

付
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
周
り
の
方
は
、
こ
ん
な

サ
イ
ン
が
あ
っ
た
と
き
は
、「
ど

う
し
た
の
？
」
と
声
を
か
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
一
緒
に
相
談

機
関
を
訪
ね
た
り
、
受
診
に
付
き

添
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課　

健
康
増
進
係

☎
６
３―

２
７
８
０

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。
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合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費

補
助
制
度
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方

は
、「
毎
年
１
回
以
上
、
浄
化
槽

の
清
掃
と
年
一
回
の
11
条
検
査
を

行
う
こ
と
」
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
浄
化
槽
の
適
正
な
維

持
管
理
を
促
進
し
、
河
川
や
水
路

等
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
「
合

併
処
理
浄
化
槽
」
の
維
持
管
理
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◆
維
持
管
理
と
は

　

浄
化
槽
の
故
障
や
清
掃
の
時
期

を
調
べ
る
「
保
守
点
検
」、
溜
ま
っ

た
汚
泥
を
汲
み
取
る
「
清
掃
」、

毎
年
１
回
行
う
「
法
定
検
査
」

（
11
条
検
査
）
の
３
つ
を
合
わ
せ

て
維
持
管
理
と
い
い
ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
下
水
道
等
（
公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
）
の
事

業
認
可
区
域
以
外
で
、
専
用
住

宅
・
併
用
住
宅
に
設
置
さ
れ
て

い
る
合
併
処
理
浄
化
槽
（
10
人

槽
以
下
）
を
使
用
し
て
い
る
方

※
単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
補
助
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

②
浄
化
槽
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

合
併
処
理
浄
化
槽
を
適
正
に
管

理
し
て
い
る
方

③
市
税
お
よ
び
水
道
料
金
等
に
滞

納
が
な
い
方

◆
補
助
金
の
額　

７
，
０
０
０
円

�

（
５
～
10
人
槽
ま
で
）

※
１
年
度
に
つ
き
１
回
で
す
。

◆
補
助
金
の
申
請

　

保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査

の
３
つ
が
終
了
し
ま
し
た
ら
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
申
請
方

法
は
、
上
下
水
道
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
金
の
申
請
書
は
、

毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
請
期
限

　

３
月
31
日
（
水
）

◆
そ
の
他

　

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
浄
化

槽
の
清
掃
は
、
安
達
地
方
広
域
行

政
組
合
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業

者
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
課　

下
水
係

�

☎
６
３―

１
１
３
２

自動車の
名義変更登録手続きなどは

お済みですか？
　自動車税は、毎年４月１日（午前０時）現在で、
車検証に記載されている「所有者」または「使用
者」に課税されます。
　例年、「所有していない自動車の納税通知書が
届いた」、「納税通知書が届かない」などのトラブ
ルが多く寄せられています。
　自動車の登録（移転・変更・抹消）は、お早め
に福島運輸支局で手続きを済ませましょう。

【手続きが必要な場合】
◦自動車を譲渡したとき
◦自動車を下取りに出したとき
◦自動車を廃車したとき
◦住所を移転したとき

◆問い合わせ先
○登録手続きに関すること
　東北運輸局福島運輸支局　登録部門
　　（福島市吉倉字吉田54　本庁舎）
　　　　　　　　☎050－5540－2015
○自動車税納税通知書の送付先変更などに関する
こと

　福島県県北地方振興局県税部　自動車税チーム
　　（福島市杉妻町５－75　東分庁舎２階）
　　　　　　　　☎024－521－7639

　市内一斉美化運動は、ごみのない快適な環境づくりを目的として、各町内会行政区を
中心に住宅周辺、公園、道路などの清掃活動にご協力をお願いしています。
　なお、回収物は、資源物・焼却物・埋立物などに分別して、指定収集日に各地区のご
みステーションに出すよう、ご協力をお願いします。（回収物は当日回収しません。）
　小雨決行、荒天の場合は翌週4月4日（日）に延期となります。延期の場合は、防災行
政無線によりお知らせいたします。

春の市内一斉美化運動　３月28日（日） 午前６時～

◆問い合わせ先　生活安全課　環境保全係（☎内線114）

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

本宮市上水道・下水道工事指定店　　TOTOリモデルクラブ会員の店　
〒969‒1168　本宮市本宮字一ツ屋12－７　　Ｅメール　takamatsu.remo@gmail.com

太陽と地球の元気玉　自然エネルギー有効活用
エコキュート　IHクッキングヒーター

水廻り機器　水栓類全般　各種給湯機器・販売メンテナンス
住宅・設備リフォーム エコ省エネのご相談 見積　無料

TEL 33－5242　　FAX 34－1240

本宮市本宮字

1�

知らせお



就
職
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

本
宮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

企
業
紹
介
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

安
達
地
方
雇
用
協
議
会
の
ご
協

力
の
も
と
、
本
宮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
、
本
宮
市
・
大
玉
村
・

二
本
松
市
の
企
業
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

新
規
学
校
卒
業
者
や
再
就
職
を

考
え
て
い
る
方
な
ど
、
就
職
活
動

を
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
地
域
の
企

業
情
報
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.m

otom
iya.

lg.jp/kanko/kigyoushoukai.html

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
労
政
課　

商
工
労
政
係

�

（
☎
内
線
１
５
１
）

夏
ま
で
待
て
な
い
！

親
と
子
の
水
泳
ス
ク
ー
ル

　

本
宮
市
体
育
協
会
と
本
宮
水
泳

協
会
で
は
、
水
泳
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
、
親
子
で
参
加
す

る
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
内
容

　

親
子
一
組
に
な
り
、
水
慣
れ
か

ら
ク
ロ
ー
ル
導
入
ま
で
を
学
び
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

水
泳
や
水
の
安
全
対
策
を
子
ど
も

た
ち
に
教
え
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時

　

３
月
13
日（
土
）、
20
日（
土
）、

　

27
日（
土
）の
３
日
間

　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
50
分

◆
場
所　

本
宮
市
民
プ
ー
ル

◆
対
象
者

　

４
歳
か
ら
小
学
２
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

◆
参
加
費

　

一
組　

２
，
０
０
０
円

※
３
日
間
の
プ
ー
ル
使
用
料
を
含

み
ま
す
。
当
日
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
定
員　

15
組
30
名
（
先
着
順
）

◆
申
込
期
限

　

３
月
12
日（
金
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
３―

２
６
１
１

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
事
業
の
一
部
が
、

３
月
で
終
了
と
な
り
ま
す

　

本
宮
市
で
は
、「
１
歳
～
中
学

３
年
生
」・「
生
活
保
護
世
帯
」・

「
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
」
に

対
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
（
自
己
負
担

分
）
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

「
１
歳
～
中
学
３
年
生
」
へ
の
助

成
事
業
は
、
３
月
末
日
で
終
了
と

な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
助
成
内
容

　

１
歳
～
中
学
３
年
生
に
対
し
て
、

１
回
目
３
，
６
０
０
円
を
助
成

◆
適
用
期
限

　

平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）ま
で

に
接
種
さ
れ
た
場
合
に
、
助
成
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）

☎
６
３―

２
７
８
０

祝日におけるごみ収集日
３月22日（月）

（春分の日の振替休日）
　３月22日（月）は、通常通りごみの収集を行いま
す。なお、もとみやクリーンセンターへの個人搬
入はできませんのでご注意ください。

◆問い合わせ先
　もとみやクリーンセンター　☎33－5499
　本宮市役所　生活安全課　環境保全係

　　☎33－1111（内線114）
　白沢総合支所　市民福祉課　生活環境係

　　☎44－2114（直通）�　

介護予防は　　　　　　　　
　　　あったかまちづくりで
～音楽の力で　　　　　　　　　
　　　　　地域の絆を深めましょう～

　高齢者が、いくつになっても安心して安全にす
ごせるために、地域ぐるみで介護予防力を高めま
しょう。
　「音楽の力で地域の絆を深めましょう」という
テーマで、講演会を開催します。楽しい音楽で対
話力をつけましょう。
　関心のある方ならどなたでも参加いただけま
す。ぜひ、おいでください。
◆日　時　３月12日（金）　午後１時30分～
◆場　所　えぽか
◆受講料　無　料
◆講　師　日本音楽学会認定音楽療法士
　　　　　　近藤　美智子�先生
◆問い合わせ先
　保健課　健康増進課（えぽか内）　☎63－2780

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設なか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

祭 壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品

杜の中の斎場
二本松店　二本松市上竹２－286－１
　　　　　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東和斎場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15
大山斎場　大玉村大山字玉貫 19

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

1�

広報もとみや　平成22年3月



漏水当番のお知らせ

市のすがた（平成22年２月１日現在）

（　　）は、対前月比

男　性 15,528人（－11）

女　性 16,219人（＋ 6）

総人口 31,736人（－ 5）

世帯数 9,643世帯（＋ 4）

１月の交通事故発生状況

件 数 死 者 傷 者

本 年 12 0 14

前 年 16 0 20

増 減 －4 0 －6

本宮警察署より

納期のお知らせ

　月　　日 水道工事指定店 電話番号
３月６日（土）� ㈱小山設備� 33－3031
３月７日（日）� ㈲佐藤商会� 33－5875
３月13日（土）� ㈱タカマツ� 33－5242
３月14日（日）� ㈲須藤住機工業� 48－2357
３月20日（土）� ㈲浜野和水道� 33－2788
３月21日（日）� ㈲本宮設備� 33－2592
３月22日（月）� オオナミ㈱� 33－1001・33－2412
３月27日（土）� ㈲光設工業所� 48－2413・33－1895
３月28日（日）� ㈱小山設備� 33－3031
４月３日（土）� ㈲佐藤商会� 33－5875
４月４日（日）� ㈱タカマツ� 33－5242
４月10日（土）� ㈲須藤住機工業� 48－2357
４月11日（日）� ㈲浜野和水道� 33－2788

※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの
対応となります。通常の修理には対応できませんの
で、ご了承ください。

住宅使用料� ３月分
住宅駐車場使用料� ３月分
保育所・幼稚園保育料� ３月分
放課後児童保育料� ３月分

納期限　３月31日（水）
※口座振替をご利用の方は、上記納期限の前日まで
に、残高の確認をお願いします。

毎週月曜日（祝日は除く）は、窓口業務を午
後７時まで延長していますので、税金などの
納入および納付相談にご利用ください。

水道メーター検針のお知らせ
　２月～３月分の水道メーター検針を、３月20日
（土）から25日（木）に実施しますので、メーター
ボックスの上には物など置かないよう、ご協力をお
願いします。

市営住宅の募集状況

※ただいま募集は
していません。

◆問い合わせ先
　　　建設課　建築係
　　　　（☎内線145）

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

◎
高
齢
福
祉
の
た
め

▽
菅
田
廣
司
さ
ん（
郡
山
市
並
木
）

（
故　

菅
田
ス
イ
さ
ん
の
遺
志
に

よ
り
）

◦
現
金�

20
万
円

◎
市
立
幼
稚
園
へ

▽
株
式
会
社
ナ
ッ
ク
ス

（
代
表
取
締
役　

米
津
健
治
さ
ん
）

◦
桃
の
パ
ン�

３
７
５
個

「広報もとみや」有料広告募集中
◆掲載規格（Ａ4版５段組）
　①1枠…各ページの下1段、②半枠…下1段の2分の1
◆広告掲載料（1回あたり）
　①1枠…20,000円、②半枠…10,000円
　※12カ月連続での掲載となった場合、12カ月目は無料で

掲載します。
◆問い合わせ先　秘書広報課　広報広聴係（内線220）

◎
生
涯
学
習
推
進
の
た
め

�

（
中
央
公
民
館
音
楽
室
へ
）

▽
神
野
藤
シ
ゲ
子
さ
ん

�

（
本
宮
字
万
世
）

　

指
揮
者
用
譜
面
台　
　
　

１
台

◎
小
中
学
校
の
教
育
振
興
の
た
め

▽
本
宮
ス
タ
ン
プ
会

�

（
会
長　

加
藤
一
男
）

◦
み
ず
い
ろ
ス
ク
ー
ル
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
万
円
分

　

３
月
３
日
は
桃
の
節
句
。

　

わ
が
家
の
ひ
な
人
形
は
、
ガ
ラ

ス
ケ
ー
ス
に
入
っ
た
小
さ
い
も
の

で
す
が
、
私
が
大
人
に
な
っ
た
今
で

も
、
ひ
な
ま
つ
り
に
は
毎
年
飾
っ

て
い
ま
す
。
一
年
に
１
回
、
ち
ゃ

ん
と
出
し
て
あ
げ
な
い
と
、
か
わ

い
そ
う
な
気
が
す
る
か
ら
で
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、「
七
段
飾

り
が
欲
し
か
っ
た
～
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
、

ケ
ー
ス
を
出
す
だ
け
の
お
手
軽
さ

が
、
毎
年
飾
っ
て

あ
げ
ら
れ
る
理
由

な
の
か
な
と
思
い

ま
す
。　
　
　

ひ

▲おいしそうにほおばる白岩幼稚園の園児

1�
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問い合わせ先　　　●保健課　健康増進係　63－2780　　●白沢保健センター　44－4188

３月の健診日程

保健衛生だより保健衛生だより

日曜・祝日当番医　診療時間　９：00～17：00（昼休み12：00～14：00）　※は、９：00～12：00

病院群輪番制日程表 ◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）

地域の安全・安心のため　本宮警察署の機能維持を強く要望しています
～本宮警察署復活期成同盟会～

３月７日（日）

（医）かさい小児科クリニック【小児】	（二本松市油井）	 ☎22－8800

（医）三浦内科医院	 （二本松市亀谷）	 ☎23－3883

兼谷胃腸科外科医院	 （本宮市本宮字舘町）	☎33－4141

３月14日（日）

岩代国保診療所	 （二本松市百目木）	☎56－2461

野地眼科医院	 （二本松市若宮）	 ☎23－0024

小野崎医院※	 （二本松市針道）	 ☎46－2001

（医）上遠野内科医院【小児】	 （本宮市本宮字荒町）	☎33－5866

３月21日（日）

みうら内科クリニック【小児】	（二本松市羽石）	 ☎22－5512

（医）辰星会　枡病院	 （二本松市本町）	 ☎22－2828

池田眼科医院	 （本宮市本宮字仲町）	☎34－4100

３月22日（月）

土川内科小児科【小児】	 （二本松市槻木）	 ☎22－6688

社会保険二本松病院	 （二本松市成田町）	☎23－1231

吉田耳鼻咽喉科	 （本宮市本宮字万世）	☎34－1330

３月28日（日）

（医）博愛会　東和クリニック【小児】	（二本松市針道）	 ☎66－2122

整形外科内科　小林医院	 （二本松市根崎）	 ☎22－0682

（医）国分整形外科医院	 （本宮市本宮字仲町）	☎33－1088

４月４日（日）

（医）森小児科医院【小児】	 （二本松市郭内）	 ☎22－3215

和田医院	 （二本松市小浜）	 ☎55－2303

（医）慈久会　谷病院	 （本宮市本宮字南町裡）	☎33－2721

４月11日（日）

（医）土川産婦人科医院【小児】	（二本松市松岡）	 ☎22－0035

（医）成美会鈴木皮ふ科クリニック	（二本松市本町）	 ☎22－6877

本宮市国保白岩診療所	 （本宮市白岩）	 ☎44－2008

　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の4病院）が輪番制で診療にあたるも
のです。診療科については、病院にお問い合わせください。

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。

種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所

4か月児健康診査 平成21年11月1日～11月30日生まれ 3月25日（木） 13：00～13：30

えぽか
（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10か月児健康診査 平成21年５月1日～５月31日生まれ 3月11日（木） 13：00～13：30

1歳６か月児健康診査 平成20年８月９日～９月10日生まれ 3月10日（水） 13：00～13：30

3歳児健康診査 平成18年11月1日～11月24日生まれ 3月24日（水） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者
　※プレママサークル同日開催（10：00～11：00）

3月15日（月）
4月16日（金） ９：30～11：00

月 ３月 ４月
日 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

曜　　日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
二本松病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎

※4月の日程はお問い合わせください。
谷 病 院 ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎
枡 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ ◎
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持っ
て受診されますよう、お願いいたします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。

【小児】は、小児科標榜医療機関
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■１月31日　“何回飛べるかな”
　本宮市民なわとび選手権大会は高木の総合体育館で開催されました。個人
の部と団体の部で決められた時間内に何回飛べるかを競い合いました。
　また、大会終了後には日本ロープスキッピング連盟のインストラクターに
よるパフォーマンス演技が披露されました。参加した子どもたちは変わった
飛び方の基本を習って、早速チャレンジしていました。

■１月22日　“備えが肝心”
　本宮赤十字奉仕団（斎藤トミ子委員長）主催による赤十
字講演会が、奉仕団員ら約70人が参加して、えぽかで開催
されました。
　講師に日赤県支部参事の武田玲子さんをお招きして、災
害時における高齢被災者が受ける身体への影響や病気、高
齢者への生活支援などの講話を聞
きました。また非常食の試食も行
われ、お湯や水だけで作れるアル
ファ米や磯辺焼き、パンの缶詰な
どを試食しました。

■２月７日　“運動不足を解消”
　運動不足になりがちな冬の季節。各地区公民館では、毎年、各
種スポーツ大会を開催し、多くの方が参加しています。
　岩根地区と荒井地区ではインディアカ大会、青田地区と高木地
区では卓球大会、仁井田地区では綱引き・卓球大会が開催されま
した。
　参加した皆さんは、家族や地域の方の声援を受けながら、元気
いっぱいに競技し、さわやかな汗を流していました。

■１月21日　“交通安全に尽力”
　　三瓶貞夫さん（和田字
十王堂）は、長年にわたり
交通安全思想の普及に努め
た功績が認められ、警察庁
長官と日本交通安全協会長
から交通栄誉章緑十字銀章
が授与されました。また、
奥さんの三瓶千代さんには
日本交通安全協会長から感
謝状が贈呈されました。

　三瓶さんは市役所を訪れ受章を報告。佐藤市長は「受章おめでとうご
ざいます」と祝福、三瓶さんは「先輩方や地域の皆さんのおかげで受章で
きました。これからも恩返しのつもりで頑張ります」と喜びを語りました。

カメラ散歩では、皆さんの
「ホットで楽しい」話題を
掲載します。皆さんからの
情報もお待ちしています。
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